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図3　過剰摂取が懸念される栄養素のBDHQによる評価結果
アルコール（女性）
40．～49歳 50～59歳　　　60～69歳　　　70歳以上
適正［］要注意§　要改善■
一48一
た．
　過剰摂取が懸念される栄養素のうち，食塩は70歳以上
を除き男性女性ともに高齢群に要改善の割合が多かった
（ρ〈0．05）．年代別の1，000kca1当り摂取量では，男性の
49歳以下群（2，155mg／1，000kca1）と60歳代（2，308
mg／1，000kca1），50歳代（1，989　mg／1，000kcal）と60歳
代（2，308mg／1，000kca1），女性の39歳以下（！，951　mg／
ユ，000kcal）と50歳代（2，233　mg／ユ，000kca1），39歳以下
（1，9511ng／1，000kca1）と60歳代（2，324mg／！，000kca1）
の間で有意な差が認められた（ρ＜0．05）．高齢者ほどナ
トリウムの摂取量が増加している事は，高血圧の予防とい
う観点からも注意が必要と考えられた12）．総脂質の摂取量
は，女性で高齢になるにつれ，要改善，要注意の割合が増
加していた（ρ〈0．01）．脂質エネルギー比は40歳代
（23．5％）と60歳代（27．1％）で有意な差が認められた
（ヵ＜0．05）．アルコールは，男性の49歳以下，50歳代で
要改善，要注意の割合が多く，若い年代ほどアルコール摂
取量が多かった（ρ＜0．01）．この傾向は，「平成15・16
年度地域保健推進事業一肥満予防対策事業一報告書」’3），
「老人保健事業対象者における口腔状態・機能と食習慣に
関する実態調査結果報告書」11）で見られた傾向と同様で
あった．
　今回の調査結果から，男性女性ともに49歳以下，70歳
以上の世代で食習慣が要注意，要改善となる人が多かった．
この要因として70歳以上の世代では口腔内状況の悪化，
49歳以下の若い世代では食生活の乱れなどが考えられた．
　最後にBDHQの使用にあたり，ご指導，ご助言を頂い
た，国立健康栄養研究所佐々木敏先生，調査票回収の労を
担っていただいた道内各保健所職員，調査にご協力いただ
いた住民の皆さんに深謝いたします．
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